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に
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て
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居

泰

彦

巨
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め
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一
、
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の
概
耍 

一
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一
昭
和
四
〇
年
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勢
調
査
に
つ
い
て
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1
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ニ
調
齑
の
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期 

1
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調
崙
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1
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四
調
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五
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調

査
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れ
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ガ
国
人
ロ
の
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向
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人
口
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帯
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昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査「

速
報」

に
み
ら
れ
る
人
口
集
中
現
象
に
つ
い
て

ニ
、
ニ
都
道
府
県
別
人
ロ 

ニ
、
三
.
'
都
道
莳
県
別
人
ロ
密
度 

ニ
、
四
都
道
府
県
別
人
ロ
増
減
率——

人
口
集
中
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激
化
—

一一、
五
市
町
村
別
人
ロ
増
減——

中
心
都
市
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県
の 

.
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化
と
ベ
ッ
ド
タ
ウ
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化—
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府
県
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四
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計
事
項
1

三

.一
(

四
七
五)
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二 

(

四
七
六)

は

P

め

に
 

は

「

確
定
数
1-
'

の
.齋
表
の
段
階
で
修
IH
さ
れ
る
。
今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
市

区
町
村
別
人
ロ
の
確
定
数
の
集
計
は
昭
和
四
一
年
五
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る 

I

四
〇
年

5

月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
.f

昭
和
四
〇年

！！

勢
調
査」

は
、

予
定
で
あ
る
が
、
本
稿
は
.「

證

」

の
意
を
く
ん
で
、「

確
定
数」

の
発
表
を 

そ
の
後
ぬ
理
府
統
計
局
に
お
.い
て
.詳
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
.
は
や
く
.

待
た
ず
に
、
今
回
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
概
観
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

も
昭
和
四
〇
年
ニ I
月
一
〇
日
に
速
報(「

全
隱
道
府
県
市
区
町
村
別
世
帯
お
そ
れ
ゆ
え
’
主
と
し
て
都
亂
府
県
別
の
人
ロ
動
態
に
観
察
を
集
中
し
て
、
&
区 

よ
び
人
口
概
数」)

が
発
表Q

運
び
と
な
っ
た
。
わ
が
国
の
国
霞
靈
は
、

.大
正
町
村
別
の
人
口
動
態
の
性
質
に
ま
で
詳
し
く
立
ち
入
る
の
は「

確
定
数」

の
き 

九
年(

一
九
二
〇
年)

に
第
一
回
が
行
な
わ
れ
て
以
来
、
今
回
で
一
〇
回

を

数

え

表

を

待

.つ
こ
と
に
し
た
い
0

:-
/

,

_

る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
短
期
間
I

計

が

行

な

わ

れ

た

の

は

始

め

て「

速
報」

.に
示
さ
れ
た
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
一
日
の
都
道
府
県
別
人
ロ
を
昭
和 

.一
 

の
こ
と
で
ぁ
る
。
今
回
は
、
調
窗
票
と
し
て
、

了
ク
セ
ン
ス
ヵ
丨
ド
を
使
三
五
年
国
勢
調
查
の
そ
れ
|

較
し
て
み
る
と
、
わ
が
国
が
か
つ
て
経
験
し
な 

用
し
て
、
I

項
I

主
要
部
分
を
そ
の
ま
ま
電
子
計
算
機
の
ィ
ン
プ
ッ
ト
と
';
か
っ
た
ほ
ど
激
し
い
：人

口

讓

(

人
口 
_

)

が
こ
の
五
年
間
こ
I

て

-
た 

す

き

と

に

1

し
た
た
め
に
、
こ

の

よ

う

章

I

R

可
能
と
な
っ
S

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
''
:
;

」

の
期
間
に
わ
が
屋
済
|

げ
|

度
の
|

 

で
ぁ
る
こ
の
試
み
は
ゎ
が
国
統
計
調
査
史
の
上
で
、
一
つ
の
新
ら
し
い
時
代
，

に
伴
っ
て
生
じ
た
、
経
済
の
地
嚣
造
と
就
業
雇
用
構
造
の
激
し
い
変
匕
の
特 

が
始
U

っ
た
こ
と
を
意
味
す
^

顧
み
れ
ば
、

一
八
<
〇
年

の

米

国

の

国

勢

調

•質
を
反
映
し
て
い
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
わ
が
国
の
各
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
の
形

.

余
年
を
経
た
今
日
、
日
本
も
ゃ
っ
と
電
子
計
算
組
織
を
利
用
し
て
セ
ン
サ
ス
集
に
違
ぃ
な
ぃ
。
！

m

5 %
J

2

B

5L t
f

t
A #
s x
r , 

I

行
な
う
新
ら
し
い
時
代
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の

現
象
は
、
極
め
て
近
い
将
来
に
、
都
市
と
農
村
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
の
姿
と 

よ
う
に
短
時
日
の
間
に
、
速

報(

概
数)

に
せ
よ
、

セ
ン
サ
ス
の
集
計
結
果
を
産
業
の
姿
を
大
き
く
変
え
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

.

1

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
V

の
は
一
中
央
、
地
方
の
行
政
の
た
め
に
も
、

筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
麗
に
意
を
払
い
つ
つ
、

昭
和
四
0

年
国
勢
調
査
の 

す

わ

れ

研

■

の
た
め
に
も
大
I

貢
献
で
f

と
云
わ
ね
ば
な
I

い
。
.

.
「

讓
」

か
ら
得
ら
れ
る
塞
I

報
を
整
理
し
て
お
こ
う
と
f

。

な
お
、

今B

発
表
さ
れ
た
讓
は
、
全
国
市
区
町
村
別
の
人
口
概
数
と
世
帯
概
数
に
.
.
.

1調
査
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
若
干
の
解
説
は
；
本
来
こ
の
稿
の
補
I

意

. 

限
ら
れ
て
お
り
、
年
齢
構
造
、
就
業
構
造
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
他
8

1

.

.

味
で
つ
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
特
に
必
要
を
感
じ』

ハ
読
'

f

 

里

：つ
い
て
は
、
統
計
局
の
今
後
の
集
計
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
.い
。
'ま

一

、

一
節
か
ら
一
、
六
節
.ま
で
を
と
ば
し
て
、
ニ
、

一
節
か
ら
読
ん
で
い
た
:
: 

た
速
報
概
数
は
若
干
の
集
計
誤
差
を
含
む
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
こ

の

麗

き

た

い

。
た
だ
、
本
稿
が
資
料
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
あ
え
て

1
、

一

節
か
ら一

、
六
節
ま
で
の
解
説
を
加
え
て
読
者
の
参
照
に
供
し
た
い
と 

考
え
る
次
第
で
あ
る
。

.

一
、
国
勢
調
査
の
概
要

.

1、

一
昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
に
つ
い
て

.
一
八
七
ニ
年
に
セ
ン
ト
ぺ
テ
ル
ス
ブ
ル
ダ
で
開
催
さ
れ
た
第
八
回
国
際
統
計

会
議
は
'
少
な
く
と
も一

〇
年
ご
.と
に 

一
®
、
西
暦
年
号
が
零
で
終
.る
年
.に
国

勢
調
淹
を
実
施
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ

S

倩
も
あ
っ
て
、
必
ら
ず
し
も
こ
の
決
議
に
忠
摩
で
は
な
か
っ
た
。
直
ち
に

国
勢
調
査
を
実
臌
し
た
国
、
実
施
し
な
か
っ
た
国
、
ま
た
実
施
し
て
も
必
ら
ず

し
も
一
〇
年
間
隔
で
は
な
く
、
国
に
.よ

っ
て
そ
の
周
期
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ

た
。
国
際
連
合
が
調
査
し
た
.結
果
で
■は
、

一
八
〇
〇
年
か
ら
一
九
五
三
年
ま
で

の
約
一
五
〇
年
間
^

六
五
力
国
が
合
計
六
六
三
回
の
人
口
セ
：ン
サ
ス
を
行
な 

っ
た
と
.云
わ
れ
る
。

..

わ
が
国
の
雪
調
査
は
、
査

ガ

申

の

豸

ー

麗

查

以

来

、

5

の
戦
争
.に

よ
る
例
外
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
五
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
て
来
た
。
昭
和
四
〇
年
国 

4
調
迹
は
、
そ
の
第
.ー：，〇
回
目
の
調
蜜
に
あ
た
つ
て
い
る
。(

こ
'の
他
に
"；
'

昭
和 

一'九
、
.1

1〇
、
ニ 

一
、.
二
三
の
各
年
に
は
全
国
的
な
人
口i

查
が
行
1な
わ
れ
た
が
、
 

こ
れ
ら
の
，調
查
は
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
行
政
上
の
目
的
.に

よ

っ
て

行

な

わ

れ

た

も

の
 

で
、
法
的
根
拠
％

国
勢
調
査
ど
は
與
^

^

;'
名
称
も
人
ロ
調
査
と
欠
っ
て
い
る

。)

戦
前
の
国
勢
調
杳
に
'つ
い
て
は
、
■明
治
三
五
年
兹
律
第
四
九
号
が
そ
の
第
一 

条

に

r

国
勢
調
.蜜
は
各
十
箇
年
に
•
回
帝
国
版
図
内
に
施
行
す
^
と
定
め
て
.
、
. 

る
。
ま
た
戦
後
は
、
現
行
の
統
計
法
第
四
条
第
一
項
で「

政
府
が
免
国
民
に
つ

昭
和
阁
〇
年
国
勢
調
查
.「

速
報」

に
み
ら
れ
る
人
口
集
中
現
象
に
つ
い
て

い
て
行
な
う
人
口
に
関
す
石
調
査
で
、
行
政
管
理
庁
長
官
が
指
定
し
、
そ
の
旨 

を
公
示
し
た
も
の
は
、
こ
れ
を
国
勢
調
査
と
い
う
。

」

と
規
定
し
、
第
二
項
で
、
 

さ

ら

に

「

国
勢
調
査
は
と
れ
を
十
年
ご
と
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

但
し
、
国
勢
調
査
を
行
な
っ
た
年
か
ら
五
年
目
に
当
る
年
に
は
、
■简
易
な
方
法 

に
よ
り
国
勢
調
査
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

」

と
し
て
ハ
.る
。

•(

こ
の
趣
旨
に
従
っ
て
、
戦
前
‘

戦
後
と
も
西
暦
年
号
が
零
で
終
る
年
は
大
規 

模
調
查
と
し
て
行
な
い
、
中
間
の
五
年
目
の
調
査
は
簡
易
調
査
と
し
て
行
な

っ 

て
来
た
。
こ
の
周
期
か
ら
云
う
と
、
今
回
の
昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
は
簡
易
調 

.
查
の
順
番
に
当
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

.
戦
前
で
は
、
氏
名
、
.性
別
、
生
年
月
日
、
配
偶
関
係
、
住
所
等
の
人
口
の
菡 

本
的
属
性
だ
け
を
調
査
す
る
の
が
簡
易
調
查
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
項
目
に 

加
え
て
職
業
•.産
業
等
の
経
済
的
属
性
を
も
調
査
す
る
の
が
大
規
模
調
査
で
あ 

っ
た
•
戦
後
は
、
国
勢
調
査
結
果
の
利
用
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
全 

般
的
に
調
査
内
容
が
拡
大
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
昭
和
三
0
年
国
勢
調
査(

一
九 

五
.五
年)

は
簡
易
調
査
で
は
あ
る
が
、
幾
つ
か
の
人
口
の
経
済
的
属
性
に
関
す 

る
調
查
や
住
宅
に
開
す
る
調
查
の
項
目
が
含
ま
れ
て
‘い
た
'。
そ
の
た
め
、
簡
易 

調
査
と
'は
云

っ
て
も
、
そ
の
規
模
は
戦
前
の
大
規
模
調
査
に
四
敵
す
る
も
の
で 

ぁ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
行
な
わ
れ
た 

ー
0
回
の
国
勢
調
查
の
中
で
、
最
も
大
規 

模
な
調
査
で
.あ
っ
.た
昭
和
三
五
.年
国
勢
調
査
の
.あ
と
を
受
け
る
、
今
回
の
昭
和 

'四
0
年

国

調

査

は

、：',昭
和
三
〇
年
国
勢
調
査
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
調
査
で 

あ
る
。
 

.

.

〔

表—
I
、

一
〕

に
、
こ
れ
ま
で
に
行
な
わ
れ
た
国
勢
調
査
と
人
口
調
靈
の一 

.
魔
を
示
し
て
お
■く
。
.
.
. 

.

三

三
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四
七
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〔表一1. 1〕 国動調盍•人口調查一覧

調 查 名 称 調 查 時 期

大正9 年国勢調査 

大正14年国勢調査 

咱和5年国勢調崙 

昭和10年国勢調崙 

昭和15年国勢調査 

昭和19年人口調蜜: 
昭和20年人口調査 

昭和21年人口調渣 

昭和22年臨時国勢調査, 
昭和2さ年常住人ロ _ 查 

昭和25年国勢調査 

昭和30年国勢調査 

昭和沾年国‘勢調査 

昭和40年国勢調査

大正9 年 

, 大:正I4年 

昭和5 年 

昭和16年 

昭教115年 

昭和19年 

昭和20年 

昭和21年 

昭和22年 

昭和如年 

昭和2台年 
昭和30年 

昭和35年 

昭和40年

(1920)10月 1 0 
(1925)10月 1 日 

(1930)10月 i  日 
(1935)10月 1 日 

(1940)10月 1 日

(1944) 2 月 22 日
( 1 9 4 5 ) 月 1 日

(1946) 4 月 26 日
(1947) i o n  1 日:
(1 9 4 8 )さ月1 日 

(1950)10月 1 日 

(1955)10月 i  日 
(I9 6 0 )湖 1 日ン 

(1965)10月 1 日

I
、

ニ調査の時期

昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
は
、
昭
和
四
Q
年
一
〇
月

'
.

一
日
午
前
零
時
現
在
で
行 

な
わ
れ
た
。
国
勢
調
査
の
期
日
を
ー
〇
月
ー
日
と
す
る
と
と
は
、〔

表
I

.
一
：
、
一
一

〕 

に
も
示
さ
れ
.て
い
る
ょ
ぅ
に
、
大
正
九
年
の
第
ー
-0

国
勢
調
査
以
来
、

一
貫
し 

て
変
っ
て
I
な
い
。
明
治
以
来
、
国
勢
調
査
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
四
月
一 

日
、
七
月
一
日
、
.一
二
月
三
一
日
等
の
諸
案
を
％
ぐ
る
論
争
が
ぁ
っ
て
、'
結
局 

一
〇
月

一

に
落
着
い
た
の
で
あ

る

。

j
〇
月

一

日

は

、

四
月
一
日
か
ら
始
ま 

つ
て
翌
年
の
三
月
末
日
を
も
つ
.て
終
る
、
い
わ
ゆ
る「

年
度」

の
年
央
日
に
当

.
三

四

(

四
七
八)

.
'っ
て
お
り
.
.人
ロ
推
討
等
の
#|
用
目
的
に
'と
っ
て
比
較
的
便
利
な
期
日
で
あ
る

と
云
え
る
。

• 

I
、
4
1
1

調
査
の
地
域

国
勢
調
査
の
行
な
わ
れ
る
地
域
は
、
.政
令
と
総
理
府
告
示
に
よ
っ
て
宝
力
ら 

れ
て
い
る
。
.昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
の
地
域
は
、r

昭
和
.四
〇
年
国
勢
調
査
令」 

,

(

昭
和
四
〇
年
四
月
'ー
一
百
政
令
第 

一
五
号)

と
こ
れ
に
関
速
す
る
総
理
大
臣 

告
1

7T:.(

昭
和
四
〇
年
四
月
ブ
ニ
日
総
理
府
告
示
第
九
号)

.
の
規
定
に
甚
づ
、，.て
定 

め
ら
れ
た
。.
本
州
、
北
海
道
、
' 四
国
、
九
州
お
よ
び
そ
れ
に
附
属
す
る
島
が
調 

查
地
域
で
^
る
.が
、
右
の
告
示
に
よ
っ
て
、.
次
の
諸
島
は
餘
外
さ
れ
て
い
る
。

• 

0
.歯
舞
群
鳥
、
色

丹

島

：国
後
島
、
択
捉
島
。

o
儒
婦
岩
の
南
の
南
方
諸
島
：.

(

小
笠
原
群
島
、：

西
之
島
お
よ
び
火
山
列
島)

。
 

o
南
鳥
島
'お
よ
び
沖
の
鳥
島
。
 

、

6
東

経

ニ

ニ
-'

度
五
二
分
三
〇
秒
、
北
緯
一
.一

一

七
度一

五
分
に
あ
る
竹
島
。

O

硫
黄
鳥
島
"
伊
平
•屋
島
お
よ
び
北
緯
ニ
七
度
以
南
の
南
西
諸
島
、
大
柬
諸

'
■
島
。
 

•

:

こ
れ
ら
，の
.除
外
さ
れ
た
地
域
は
、
戦
前
に
は
当
然
、
沖
縄
、朝
鮮
、台
湾
等
と 

共
に
.調

査

の

対

象

と
な

っ
て
い
た
地
域
で
あ
.る
。
戦
後
は
こ
れ
ら
の
地
域
は
他 

国
の
領
土
と
な
っ
た
り
、
ま
た
は
行
政
権
が
他
国
に
属
し
て
い
た
り
し
て
^
外 

さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
例
外
と
し
て
、
昭
和
ニ
六
年
に
は
吐
噶
喇
列
島
が
、
ま 

た
昭
和
一
一
八
年
に
は
^
美
群
島
.が
復
帰
し
た
た
め
に
、
こ
れ
ら
一
一
地
域
は
昭
和 

三O

年
以
後
は
調
査Q

対

象

と

な

づ

た

。

結

局

、
，
今

回

.の
昭
和
四
〇

年

国

勢

調 

蜜
.で
調
査
さ
れ
た
地
域
は
、
昭
和
一
一

一
〇

年

以

後

変

ら

ず

.に

指

定

さ

れ

て

来

た

地

(6) (5) (4) (3) ( 2 ) ( 1 )

氏

名

世

帯

主

と

の

続

柄 

男

女

の

別■

出

生

の

年

月 

配

偁

の

関

係'
' 

i

三
〇

年

国

勢

調

査

以

後

の
.こ

と

で

あ

る

。

そ
，れ

以

前

の

国

霞

査

で

は

、

調
査 

対

象
•の

定
義
が
大
分

現

在

と

は
.違
っ
て
い'る
。
：

.

昭
和
，ニ

五

年

国

勢

調

査

で

は

、

調

査

対

象

は
「

常
，住

人

ロ

」

で

あ

っ

た

^
、 

こ
の
時
め
常
住
人
ロ
の
定
義
は
現
在
の
.そ
れ
と
'違

?
て
、
三
力
月
.で
は
な
く 

六
力
月
以
上
唐
住
し
て
い
る
者
と
い
ぅ
こ
と
，に
な
つ
て
い
た
。〉

昭
和

ニ

ニ

年 

以

前

の

！
！
勢

，調

査

で

.は
、
常

住

人

口

で

は

な

く

「

現

在

人

口」

を

，調
査
し
て
い 

た
。戦

前
の
調
查
も「

現
在
人
ロ」

を
調
査
し
た
。
た
だ
、
昭
和
一
五
年
太
魂
こ 

戦
時
下
に
あ
っ
た
た
め
、
約 

一
ニ
〇
万
人
の
.軍

人

•
.軍
属
が
海
外
に
あ
.づ
た
と 

推
定
さ
れ
.て
い
る
。
こ
れ
ら
の
者
の「

現
在
地」

は
応
召
前
の
住
所
と
し
て
い 

た
：
昭
和
ー
〇
年
以
前
の
調
查
で
は
、

一
般
外
国
人
だ
け
で
な
く
、
在
日
外
交 

団
も
調
.査
対
象
.に
含
ま
れ
て
い
た
。

ー
ノ
五
•'調
査
の
事
項

前
述
の
通
り
、
'昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
は
簡
易
調
査
で
あ
-る

か

ら

、
前
回
，の 

昭

和

量

年

国

勢

壓

■

ベ
る
と
そ
の
規
模
は
小
さ
い
。
調
查
囊
は
左
記 

の一

六
項
目
で
あ
る
。

.111

五
パ
四
七
九
}

域
で
■あ
.る
-。

1

、
四
調
査
の
対
象

昭
和
四O

年
国
勢
調
査
が
調
#
し

た

人

口

は

「

常

住

人

口」

で
あ
る
.。
常

住 

人
口
と
は
、
昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
令
に
菡
づ
い
て
、
当
該
住
居
に
三
力
月
以 

上
居
住
し
て
い
る
も
の
を
指
す
。
た
だ
し
、
居
住
期
間
が
三
力
月
に
満
た
な
い 

渚
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
現
に
あ
る
場
所
.を
そ
の
住
居
と
み
な
す
。

右
の
定
義
で
は
不
充
分
な
.若
干
の
例
外
に
つ
い
て
も
詳
細
な
蹇
が
あ
る
。
 

ィ
.
学
校
ま
.た
，は
'各
.種
学
校
.に
在
学
し
て
い
る
者
は
、
通
学
の
た
め
宿
'0
し 

•
て
い
る
場
所
。

ロ
、
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
引
続
き
三
月
以
上
入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る 

者

は

、

そ

の

病

院

ま

た

は

診

療

：所

。

\
_

ハ
、
船
舶
乗
組
者
で
陸
上
.に
住
所
を
有
す
る
も
め
■は
、
そ
の
住
所
。

-1、

自
営
隊
の
営
内
ま
た
は
船
舶
内
居
住
者
は
、
そ
の
属
す
る
地
方
総
：監
部 

.の
所
在
地
。

ホ
、
刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
、
■拘
置
所
、
少
年
院
、
婦
人
補
導
院
に
あ
る
死 

刑
確
定
者
、
受
刑
者
、
在
院
者
は
そ
の
あ
る
場
所
。

結
局
、
本
邦
内
に
常
住
し
て
い
る
者
は
、
た
と
え
外
国
人
と
云
え
ど
も
す
ベ 

て
調
连
の
対
象
と
な
る
。
た
だ
、
.駐
日
外
国
軍
隊
の
軍
人
•軍

！®

と

そ
の
家
族 

に

は

行

政

協

定

ス

第

九

条

)

に
基
い
て
米
軍
の
身
分
証
明
書
が
.発
行
さ
れ
て 

お

り

ま

た

在

日

外

交

団

.
•
領

事

団

お

よ

び

国

際

連

合

機

関

員

と

そ

の

家

族

に 

は

外

響

か

ら

身

分

，証

明

書

が

発

行

さ

れ

て

、

こ

れ

だ

け

は

調
查
対
象
か
ら
除 

か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
ぅ
‘な
調
莶
対
象
の
定
義
が
と
ら
れ
る
よ
ぅ
に
な
っ
た

の

太

、

昭

祀
 

昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査「

速
報」

に
み
ら
れ
る
人
口

集
中
現
象
に
つ
.、，
て
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(7
)

'
就
業
状
態
'

:

.

:

.
V .

.
、

⑶

従
業
上
の
地
釔

一
⑶

所
厲
の
^
員

所

：の

名

称，

'

00
)

所
属
の
_
業
所
の
事
業
の
種
類 

.

.

.

.

.(1
0

仕

事

の

種

類

：

(1
2

)
従
業
地
ま
た
は
通
学
地. 

-

03
)

世

帯

の

種

類

.

04
)

住
居
の
嵇
類 

.

05
)

居
住
室数

：：

E

居
住
室
の
畳
数 

,

こ
れ
ら
の
調
进
事
項
は
、.
後
述
の
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
.っ
て
、
逐
次
集
計
さ 

れ
る
わ
け
で
あ
る
が(

稿
末
の
附
表
参
照)

、
今
回
発
表
さ
れ
た
速
報(

概
数) 

は
、
頊
目
⑵
お
ょ
び
⑶
に
つ
い
て
全
国
市
区
町
村
別
に
集
計
し
た
も
の
で
あ 

る
。

I

、
六
集
計
と
集
計
結
果
の
公
表

集
計
は
、
全
数
集
計
と
抽
出
集
計
の
両
方
を
行
な
ぅ
こ
と
に
な
.っ
て
い
.る
。
 

集
計
^
項
は
、

「

昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
要
綱」

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
稿 

末
に
附
録
と
し
て
示
す
通
り
で
あ
る
。

今
回
の
.国
勢
調
査
で
は
、

世
帯
ご
と
に
作
成
す
る
世
帯
票
様
式
の「

調
査 

票」

と
、
各
個
人
ご
と
に
作
成
す
る
個
人
票
様
式
の「

調
査
個
票
1_
'
の
両
方
が 

用
い
ら
れ
た
。「

調
査
票」

は
、
世
帯
主
ま
た
は
世
帯
の
代
表
者
が
所
定
の
事 

項
を
記
入
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「

調
査
個
票」

は
、

世
帯
主
ま
た
は
世
帯

111

六

(

四
八
〇)

の
代
表
者
が
記
入
し
た「

調
査
票j

に
基
づ
い
て
、
国
勢
調
査
員
が
作
成
す
る
。
 

実
は
、
.こ
の
.「

調
査
個
票」

は
そ
の
ま
ま
特
殊
な
光
電
式
読
取
装
置
で
読
み
と 

ら
.れ
て
、
同
時
に
そ
の
内
容
を
穿
孔
す
る
マ
ー
ク
セ
ン
ス
ヵ
ー
ド
で
あ
る
の 

で
、
記
人
さ
え
正
し
く
行
な
わ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
電
子
計
算
組
織
の
入 

力
デ
ー
久
.
丨

と
な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
回
始
め
て
行
な 

.わ
れ
た
全
く
新
ら
し
い
試
み
で
あ
る
。
こ
の
試
み
に
よ
っ
て
、
本
稿
で
解
説
を 

加
え
よ
う
と
す
る「

速
報」

.が

調

査(

一
〇
月
一
日)

か
ら
わ
ず
か
ニ
力
月
で 

完
成
す
る
と
い
う
革
新
が
.な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「

調
查
個
票」

は
、
従
業
地
お
よ
び
通
学
地
に
関
す
る
調
査
項
目
を
除
く
諸
項 

目
の
全
数
集
計
に
用
い
る
。
そ
の
他
の
集
計(

抽
出
集
計
、
都
道
府
県
別
速
報)

は

「

調
査
票」

を
用
い
て
機
械
集
計
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

衆
計
結
果
の
公
表
'の
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

全
数
集
計

o
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
別
集
計
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
行
な
っ
て
、
昭 

和
四
.ニ
年
四
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
。

計
が
完
了
し
た
都
道
府
県
ご 

と
に
結
果
報
告
書
を
刊
行
す
る
。

o
全
国•

都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
別
総
人
口
の
集
計
は
、
昭
和
四
一
年
五 

月
ま
で
に
完
了
し
、
そ
の
，結
果
を
官
報
で
告
示
す
る
。(

こ
の
稿
が
扱
っ
て 

い
る
速
報
と
は
、
こ
の
数
字
の
速
報
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
数
字
の
確
定
数
は 

予
定
の
五
月
よ
り
も
早
く
、
‘昭
和
四
一
年
三
月
中
に
発
表
さ
れ
る
見
込
み
で
あ 

る
。

)

0
'従
業
地
お
よ
び
通
学
地
に
関
す
る
集
計
は
、
昭
和
四
ニ
年
九
月
末
日
ま
で 

_

に
完
了
し
、
結
果
報
告
書
を
刊
行
す
る
。

.

〔表一2 .1〕 わが国人口の推移

年 次 (西暦） 人 ロ  (1000人）
増加率(%) 人口密度 (1km2 当）

大IE 9年 (1920) 55, 391
14 (1925) 59,179 6.8

昭和 5 (1930) 63,872 7.9
10 (1935) 68, 662 7.5
15 (1940) 72,540 5.6
20 (1945) 71,998 A 0 .7 .
25 (1950) 83,200 15.6 226
30 (1955) 89, 276 7.3 242
35 (1960) 93,419 4.6 253
40 (1965) 98,281 5.1 266

* 人口は昭和20年以外全て国勢調査人口。

* 戦後国土而積に変更があつ たので人口密度は昭和 25年以後のみ掲載する。
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*
. *

増加
傾向
につ

い
て
従
来
云
わ
れ
て
来
た
こ
と
は
、
大
正
九
年
第
一
回
国
勢
調
奄
.か
ら
昭
和
ニ 

五
年
頃
ま
で
、
戦
争
に
ょ
る
一
時
的
混
乱
は
あ
っ
た
が
、
通
算
し
て
み
る
と
平 

均
年
率
一
•
三
.五
％
で
増
加
し
続
け
て
来
た
の
が
、
昭
和
二
八
年
頃
か
ら
目
立 

.

っ
て
通
減
.し
、
年
率
0
•八
乃
至 

一
.〇
％
の
増
加
率
に
ほ
ぼ
安
定
し
た
，こ
と
で 

あ
っ
た
。
総
理
府
統
計
局
も
日
本
の
人
口
が「

新
ら
し
い
段
階
に
入
っ
た」

と 

し
て
い
.た
の
で
あ
る
。

こ
ぅ
し
た
判
断
の
材
料
と
な
っ
た
昭
和
二
八
年
か
ら 

昭
和
三
五
年
迄
の
人
口
増
加
率
.に
.く
ら
べ
て
、
今
回
の
年
率
一.
％
強
と
い
ぅ
値 

は
、
人
口
増
加
率
が
增
勢
に
再
び
転
ず
.る
ど
み
る
べ
.

き
か
、
そ
れ
と
.
も
昭
和
ニ 

A
年
頃
以
来
の
傾
向
.の
延
長
と
み
る
ベ
き
か
.、
微
妙
な
所
と
云
わ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
.い
。
今
後
、
' 次
回
の
昭
和
四
.五
年
国
勢
調
査
.お
よ
び
そ
れ
以
前
の
人
口
.

三

七

(

四
八I)

0
全
国
お
よ
び
都
道
府
県
速
報
集
計
は
、
昭
和
四
一
年
一
〇
月
末
日
ま
で
に 

完
了
し
結
果
報
告
書
を
刊
行
す
る
0

O

地
域
別
詳
細
集
計
は
"
昭
和
四
三
年
一
一
月
末
日
ま
で
に
完

了

し

、

結

果
 

報
告
書
を
刊
行
す
る
。'

こ
れ
ら
の
集
計
の
ス
ヶ
ジ
ユ
ー
ル
は
、
前
回
ま
で
に
較
べ
て
一
段
と
.短
縮

さ 

れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
、
'今
後
シ
ス
テ
ム
の
合
理
化
と
機
械
七
に
よ
っ
て
尚
一 

層
短
縮
さ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
こ
と
は
疑
い
な
い
。
 

.

.

ニ

‘
昭
和
四o

年
国
勢
調
查
結
果「

速
.報」

に 

み
ら
れ
る
わ
、力
国
人
ロ
の
動
向

ニ
、

一

全
国
人
口
、
世
帯
人
員
、
性
比

昭
和
四
〇
年
一
〇
月
一
日
現
在
わ
が
国
に
常
住
す
る
人
口
の
.総
数
は
、
約
九 

八
二
八
万
人
で
あ
る
。

(

以
下
の
総
て
の
数
値
に
つ
い
て
云
え
る
こ
と
で
あ
る 

が
、
こ
れ
ら
の
数
値
は
昭
和
四
一
年
五
月
末
日
ま
で
に
行
な
如
れ
る
で
.あ
ろ
ぅ「

確 

定J

数
の
発
表
に
お
い
て
、
若
干
修
正
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
承
知
さ
夂
た 

い)

こ
の
人
口
は
、
依
然
と
.し
て
世
界
で
第
五
位
ま
た
は
そ
の
前
後
に
位
置
す 

る
こ
と
に
な
る
。
国
土
の
面
積
が
世
界
の
〇

•

三
.％

を

占

め

る

に

過

ぎ

な

い
 

.
日
本
が
.
人
ロ
で
は
_世
界
の
総
人
.ロ
の
お
よ
そ
三
％
を
.占
め
.る
.
.の
.で

あ

る

か 

ら
、
当
然
人
口
密
度
.は
大
き
い
。
昭
和
四
〇
年 

一o

月

；一
.
日

現

在

の

人

口

密

度 

.は
、

五
.年

前

の

ニ

五

三

人

よ

り

一

三

人

増

加

し

て

二

六

五

•
九
人
と
な
っ
た
。
 

こ
の
人
口
密
度
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
台
湾
に
次
ぐ
大
き
さ
で
あ
る(

稿
末
の
要
計 

表
参
照)

。
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勢
調
査「

速
報」

に
み
ら
れ
る
人
口
集
中
現
象
に
っ
.い
て

- 

I/.
 

-
{
>
*
•
•
•
-
> 

f 

•
»
!
. 

!
• 

.
« 

1

;

1:
«
/ 

• 

. 

f
 

! 

. 

.
r 

, 

•

t
-

-

-

-

-- 

.

.

.

.1

:

:
ノ
：

卜
 

f!
n

;
 
ノ 

t 

/

o
 

I 
I



〔表一2 .3〕 都道府県人口順位

順位 県 名 人 ロ 前回
順位 順位 県 名， 人 ロ 前回

順位1 東 10,877,217 1 24 山 P 1,543, 574 232 大 阪 6, 657, 051 2 25 栃 木 1,521,723 253 兆 海 道 5,171,769 3 26 —*
蜇 1 ,514, 432 274 愛 知 4,798, 639 4 27 愛 媛 1,446, 366 265 祌 奈 川 4, 430, 518 7 28 靑 森 1,416, 555 296 JEc 庫 4,309,801 6 29 岩 . 手 1,411,242 287 福 岡 3, 964, 613 5 30 秋 田 1,279, 824 308 埼 玉 3,014, 957 10 31 山 形 1 ,263,099 319 静 岡 2, 912, 520 8 32 大 分 1,187, 474 3210 千 葉 2, 701,741 11 33 宮 崎 1,080, 668 3311 新 潟 2,398, 923 9- 34 和 歌 山 1,026, 944 3512 広 島 2,281,029 12 35 富 山 1,025,442 3413 京 都 2,102,777 15 36 石 川 ' 、• 980,497 3614 茨 城 2,056,137 14 37 香 川 900,833 ■3815 福 島 1,983,748 13 38 佐 贺 871,889 3716 長 野 :1 ,9 5 8 , 001 16 39 滋 賀 853,370 4217 鹿 児島 1,353, 517 17 40 奈 良 825, 941 ' 44 .18 熊 本 1,770,747 18 41 島 根 821,620 3919 宮 城 1,750,208 2 0 丨 42 徳 島 815,087 4120 岐 阜 1,700,265 22 43 辱 知 812,707 4021 .岡 1,645,107

21
44 U1 梨 763,167 4322 長 崎 1,641,231

19 1 45 福 . 井 750, 551 45.23 群 馬 1,605, 573 2 4 丨 46 鳥 . 取 579,851 46

'

昭
和
四
〇
年
国
勢
調
^

「

速
報」

に
み
ら
れ
る
人
口
集
中
現
象
に
つ
い
て

が
、

一
•

〇
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

〔

表
ニ
、
三〕

に
人
口
総
数
順
位
の
表
を
掲
げ
た
の
で
参
照
さ 

.れ
た
い
.

人
口
が
ニ
0

〇
万
人
を
越
え
る
の
は
、
昭
和
三
五
年 

に
は
静
岡
県
を
は
じ
め
と
す
る
七
県
で
あ
っ
た
が
、.
ぉ
和
四
〇 

年
に
は
六
府
県
に
減
じ
て
い
る
。
人
口
一
〇
〇
万
人
代
の
府
県 

は
、
昭
和
三
五
年
に
は
ニ
一 

府
県
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四

0
年 

に
は
同
じ
く
ニ
一 

県
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
一 

〇
〇
万
，人
以
下 

の
県
は
、
昭
和
三
五
.
年
に
は
一
，.1

,

県
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
〇 

年
に
は 

一
ニ
県
と
な

っ

た

'
。

こ
れ
ら
、.
人
ロ
ニ
.

〇
〇
万
人
代
以
下
の
府
県
の
人
ロ
は
、
大 

部
分
が
こ
の
五
年
間
に
減
少
、
.
ま
た
は
微
増
で
あ
る
.
。
こ
.の
こ 

と
は
ニ
、
三
節
で
詳
し
く
み
ょ
ぅ
。

〔

図
丄
一
、

一
〕

は
昭
和
二
.

五〜

三
〇
年
の
五
年
間
の
人
口
増
、
 

加
率
と
、
昭
和
三
〇〜

三
五
年
の
；五
年
間
の
人
口
増
加
率
と
の 

相
関
図
で
あ
る
。
四
五
度
線
.
上
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
昭
和
ニ
五〜

 

三
〇
年
の
五
年
間
の
人
口
増
減
率
が
.

昭
和
三
〇〜

三
五
年
の
五 

年
間
の
人
口
増
減
率
と
等
し
か
っ
た
こ
七
を
意
味
す
る
。
第
一 

象
限
.の
プ
ロ
ッ
ト
は
前
後
す
る1

一

つ

の

期

間

と

.
も

人

口

が

増

加
 

し
た
こ
と
：を
示
す
？
第
二
象
限
は
、
先
の
五
年
間
に
人
口
が
減 

少
し
て
い
た
も
の
が
増
加
に
転
じ
.

た

こ

と

を

示

す

。

第
一
一

.一
象
'
限
 

は
一「

Q

 

Q
.

期
間
を
通
じ
て
人
口
が
減
少
し
だ
こ
と
を
示
す
。
ま 

た
第
四
か̂

^

は
、
先
の
五
年
間
に
人
ロ
が
増
加
し
て
い
た
も
の 

が
三
〇
.
年
以
後
減
少
に
転
じ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

三

九
0

八
三)

年 次 全 国 市 部 6 大都市 郡 部

大正 9年 (1920) 100.5 108.9 113.5 98.814 (1925) 101.1 107.8 113.6 99.3
昭和 5 (1930) 101.1 107.1 112. 3 99.310 (1935) 100.7 105. 6 109.5 98.415 (1940) 100.1 102.4 106. 3 98.822 (1947) 95.4 97.7 101,8 94.325 (1950) 96.3 97.0 100.2 95.830 (1955) 96.6 97.1 102.5 95.935 (1960) 96.5 97.5 104. 9 94.740 (1965)

抽士 -u
96.6 97.77 104.3 94,10

諸
統
計
：(

住
民
登
録
、
人
口
動
態
統
計
等)

の
動
向
を
注
意
深
く
見
守
る
必
要 

が
.
あ
る
？
，

全
国
人
ロ
增
加
率
が
昭
和
三
五
年
一
.

〇

月

か

.
ら

昭

和

四

〇

年

一

〇

月

ま

で

の

五
メ
年
間
に
五
.•

 

二
％
で
あ
つ
た
の
に
対
し
て
、
全
国
世
帯
数
の
增
加
率
i

一

六
•

七
％
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
云
ぅ
ま
.

で
も
な
く
、
家
計
の
分
化
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
.

を
意
味
す
る
。
家
計
の
分
解
は
、
そ
の
過
程
に
.

お
い
て
当
然
、
世
帯

人
員
規
模
の
縮
小
と
世
帯
数
密
度
の
増
大
を
も
ヾ
た
ら

す

.:
0
こ
の
現
象
の
進
^

は
、
' 

人

口

の

都

市

化

の

，
現

象

の

|

環
と
し
て
考
え
る
時
、
家
族
制
度
等
の
吐
会

学
的
問
題
だ
け
で
な
く
"

住
宅
問
題
等
の
経
済
問
題
，に
直
接
か
か
わ
.
つ
て
来
る
.

■.部 

8
 

3
 

3
 

.

4
 

8
 

.

3
 

8
 

.

9
 

. 

7

..
10
' 

の
で
あ
る
か
ら
、.
我
.
々
:
 

郡

98
99
99

98
98
94
95
95
94
94

と
し
て
も
今
後

、
0
0

m

沛

5
 

6
 

3
 

5
 

3

.
 

8
 

2
 

5
 

9
 

3

を
怠
つ
て
は
な
ら
な 
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.
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.
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L0
6

.

LO
L

.0
0

.
02
.

04
.

04
.

ぃ
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性 狐
表一2 .2〕 市部

蝴ガがpjraivしck

,
全
国
人
ロ
の
性
比 

(

女 

一
0

0

人
に
つ
き 

男)

は
、
九

六

•
五
八 

で
あ
っ
て
、
全
般
に
男 

が
若
干
少
な
い
こ
と
を 

示
し
て
い
る
。〔

表
I

 

ニ
、
ニ〕

に
示
す
ょ
ぅ 

に
、
歴
史
的
に
わ
が
国 

の
：人
口
の
性
比
は
、
昭 

和

一

五

年

(一

九
四
〇

'

年)

.

ま
.

で
は
男
.
が
.
わ
ず
.
か
に
多
.
.い
状
態
で
あ
.

っ
た
P

が
、.
戦

争

を

境

.
に

逆

転

し
 

て
昭
和1

一：.一：： 1

年
'
.

(
1
”

九

四

七

年

)

以
後
の
.

統
計
で
•

は
-男
が
少
な
い
状
態
に
な
っ 

、て
い
.

る
。
も

ク
：と
も
、

.こ
の
現
象
の
背
後
に
は
、
戦

前
•

戦
後
を
通
じ
て
市
部 

で
は
男
が
多
く
.、

郡

部

で

.
は

女

の

方

が

多

い

と
い
ぅ
基
調
が
あ
っ
た
こ
と
は 

〔

表—
1

一、

1

一〕

に
み
る
通
り
で
あ
る
。：
そ
れ
も
、
戦
後
は
六
大
都
市
を
除
い 

て

，
一

般

に

市

部

：で

-%
男

が

少

な

い

と
い
ぅ
現
象
を
呈
し
て
い
.

る
の
で
あ
る
。

ニ
、
ニ
都
道
府
県
別
人
ロ

■

昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
の
：都
道
府
県
別
人
ロ

「

速
報」

.

に
ょ
：る
と
、
人
口
が 

三
0

0

万
人
を
越
え
る
都
道
府
県
は
、m

-m(
一

〇
八
八
万)

、
大
阪(

六
六
六
万)

、
 

北
海
道

(

五
一
七
万
；

r

愛
知

(

四
八
〇
万)

、
神
奈
川

(

四
四
三
万)

、
兵

庫

(

四
三 

〇
万)

.

福
岡
，(

三
九
六
万)

、
埼
.
玉

(

三
〇

一
万)

.

の
八
都
道
府
県
で
.あ
づ
た
。
 

こ
れ
ら
八
県
の
人
口
の
合
計
は
四
三
ニ
一
一
万
人
で
'全
国
人
口
の
四
兰
.

.

九
八
^
 

.

を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
の
節
で
衷
に
詳
し
い
吟
味
を
加
え
る
が
、
最
近 

の
わ
が
国
人
口
.

の
一
部
地
域
へ
，の
集
中
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

人
口
.
が
三
〇
o

万
人
を
越
え
る
県
は
、

前
回
.の
昭
和
三
五
年
国
勢
調
査
で 

.

は
、.
東

京

(

九
六
八
万)

、
大

阪

(

五
五
〇
万)

、

北
海
道
，
.(

五
〇
四
万)

、

愛
知 

(

四
ニ一

.

万)

、
福

岡

(

四
〇

一
万)

，
兵

庫

(

三
九
一
.

万)

、神

奈

川

(

三
四
四
万)

の
七
都
道
府
県
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
七
都
道
府
県
の
人
口
を
合
計
す
る
と
，
三 

S

.

七
九
万
人
で
、：
全
国
人
口
の
三
八V

三
％
で
あ
.

っ
た
。

.

.
今
回
の
調
査
結
果
に
ょ
れ
ば
、
こ
の
五
年
間
の
神
奈
JI
!

、
埼
玉
両
県
の
人
口 

増
加
は
特
に
著
し
い
。
神
奈
川
県
は
ー
.
}

八
'

七

％

、

埼

.
玉

県

は

ニ

四

•

〇
0/
0

の 

増
加
で
あ
る
。
菌

県

は

§

〇
万
人
代
を
保
っ
て
第
七
位
に
留
っ
て
は
い
る



〔図一2. 1〕 都道府県別人ロの増減率（昭和25~ 30〜35年)
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四

〇

(

四
八
四)

.

'

こ
れ
に
ょ
る
と
、
昭
和
ニ
五
年
か
ら
三
五 

■;
'

年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
人
口
増
加
率
が
急
^

 

に
通
増
し
た
都
道
府
県
は
な
か
っ
た
こ
と
が 

わ
か
る
。
：

I

般
に
増
加
率
は
通
減(

四
五
度 

’

線
の
下
側)

し
て
お
り
、

東
京
03

)
、
北
海
道 

⑴
、
福
岡
(4
0

)

、
鹿
児
島
{4
6

)
、
長
崎
(4
2

)

、
宮
崎 

:

(4
5

)

、
山
ロ
(3
5

)

、
熊
本
(4
3

)
、
佐
賀
(4
1

)

、
島
根
(3
2

)
 

等
の
都
県
が
特
に
激
し
.
い
通
減
を
示
し
た
。
 

B

丄

一

、

ニ

〕

は

〔

図

丨

ニ

、

一

〕

と

同
 

様
の
観
察
を
昭
和
三
〇〜

三
五〜

四
〇
年
の 

.

1

〇
年
間
に
つ
い
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ 

る
。

〔

図
I

I

一、

一〕

に
く
ら
べ
て
み
る
と
、
 

都
道
府
県
別
人
ロ
の
増
減
率
構
造
が
大
き
く 

変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。.
人
口
の
增 

加
率
が
.

通

増

し

た

県(

四
五
度
線
の
上
に
あ 

っ
て
第
一
象
限)

"
と
人
口
減
少
率
が
通
増
し 

た

県

(

四
五
度
線
の
下
に
あ
っ
て
.
第
三
象
限)

.

が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
昭
和
三
五
年
以 

.

後
、
-都
道
府
県
別
人
ロ
が
一
部
の
増
加
県
と 

大
部
分
の
減
少
県
の
両
極
に
分
解
し
つ
つ
あ 

る
こ
と
が
、
容
易
に
読
み
と
ら
れ
る
で
あ
ろ

3*

18

昭
三
〇〜

三
五年

！
？

加
率

?

7

1

:

^

7{!
レ

<1

h
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,
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f
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〔図一2 .2〕 都道府県別人ロの増減率（昭和30〜35〜40年）

ニ、
三
都
道
府
県
别
人
口
密
度

都
道
府
県
別
の
人
ロ
密
度
は
、
従
来
、
か 

な
り
大
き
な
格
差
が
あ
っ
た
。
昭
和
三
五
年 

,

で
み
る
と
、

最
高
の
東
京

(

四
七
七
八
人\

 

キ
ロ
平
方
メー

ト
ル)

に
対
し
最
下
位
の

北 

，海

道

(

六
五
•

九
人\

キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル) 

は
実
に

1

.

三
％
に
相
当
す
る
人
口
密
度
で 

あ
っ
た
。今
回
の
調
査
で
は
、格
差
は
更
に
拡 

大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
.
る
。

へ〔

表—

ニ
、
 

四〕

参
照)

人
口
.

密
度
の
地
域
別
増
減
は
、
人
口
の
集 

中
、
拡
散
の
一
つ
の
尺
度
と
な
る
。

〔

図
丨 

ニ
、
三〕

に
み
る
よ
う
に
''
.

関
東
、
中
京
、
 

近
畿
の
各
都
府
県
を
除
い
て
他
の
地
域
の
人 

ロ
密
度
は
低
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
低
人
口 

密
度
地
域
の
人
口
密
度
は
、
吏
に
低
下
の
傾 

向
に
あ
る
。(〔

表—

ニ
、
四〕

第
五
撊
参
照)

 

わ
が
国
の
人
口
が
、
東
京
、
名
古
屋
、
大 

阪
を
中
心
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
太
平
洋
べ
ル 

.

ト
地
带
に
集
中
し
.て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え 

る
。

(

こ
の
現
象
は
、
次
節
以
下
の
観
察
で
更 

に
吟
味
さ
れ
る
。)

.

ま
た
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
 

北
陸
の
富
山
、
石
川
両
県
が
か
ろ
う
.じ
て
ニ 

四

一

(

四
八
五)

.

(%
25
20
15
10
5
 

昭
三
五〜

四
〇
年
塯
加
牢 

：

-
 

昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査「

速
報」

に
み
ら
れ
る
人
口
集
中
觅
象
に
つ
い
て
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〔図一2.3〕 人口密度（昭和40年10月）
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3000人以上

.昭
和
四
〇
年
国
勢
調
丧「

速
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に
み
ら
れ
る
人
口
集
中
現
象
に
つ
い
て

四

三

(

四
八
七)
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昭35年10月
增 減

昭 40年 10月 昭35年10月
塯 減

ミ人口密度 m
位

順
位 県 名 人口密度 人口密度 順

位4,778 1 .4 8 8 .5 24 石 川 233.8 232 25 1.83,006 2 628.8 25 岡 山 233.0 237 23 - 4 .01，458 3 418.2 26 奈 曳 223.7 212 28 11.7832 4 116.8 27 和歌山 217.8 213 27 4,8818 5 一 9.0 28 滋 n 212.5 210 29 2 .5' 640 6 153.4 29 鹿児島 202.8 215 26 -1 2 .2458 9 78.7 30 徳 島 196.7 205 30 ~ 8 .3469 8 48.4 31 新 潟 190.8 194 32 一 3 .2494 7 —9 .5 32 大 分 188.1 196 31 - 7 .9432 10 23.9 33 福 井 179.2 180 33 一 0 .8431 11 -2 9 .4 34 山 梨 171.0 175 34 - 4 .0355 13 19.9 35 鳥 取 166.2 172 35 - 5 .8392 12 — 29. 2 36 岐 阜 161.6 156 36, 5.6336 14 1.7 37 青 森 147.4 148 38 - 0 .6259 17 11.5 38 焉 野 .. 144.2 146 40 —1 .8258 18 4.7 39 福 島 144.0 149 37 t-5.0266 15 — 10.1 40 宮 崎 139.8 147 39 —7 .2264 16 一9 .8 41 山 形 135.5 142 41 ~6, 5. 249 20 3.8 42 島 根 124,0 134 42 -1 0 .0243 21 一1.8 43 高 知 114.4 120 43 - 5 .6239 22 1.6 44 秋 田 110.2 115 44 V 4 .8252 19 -1 1 .8 45 岩 手 92.4 95 45 - 4 .6236 24 1.0 46 北海道 65. 9 64 46 1.9

〔表一2, 4〕 都道府県別人ロ密度の順位

京

阪

1

知
岡
玉
葉
庫
川
都
崎
岡
賀
城
島
重
媛
ロ
馬
山
城
本
木 

.柬
大
神
愛
福
埼
千
兵
香
京
長
静
佐
茨
広

三

愛

山

祥

富

宮

熊

栃

西
ニ 

(

四
八
六)

〇
0

人

代

(

キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り)

■
の

人
口
密

度

を
 

保
.

..
0

て
い
る
。

ニ
、
四
都
道
府
県
别
人
'
P増
減
率

——

人
口
集
中
の
激
化——

わ

が

国

の

人

口

が

東

海

道

べ

.
ル
ト
地
帯
に

向
っ
て
集
中 

し
.づ
つ
あ
る
こ
と
を
み
た
。
こ
の
現
象
を
確
認
し
、
更
に 

詳
■.し
く
そ
の
実
態
を
と
.ら
え
る
.た
め
に
は
、
少
な
く
と
も 

年
齢
別
、.性
別
に
.人
口
の
自
然
増
減
、社
会
増
減
を
み
る
こ 

と
：が
必
要
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
：の
稿
の
素
材
と
な
っ 

て
い
る
昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
.「

速
報」

の
段
階
で
は
そ 

.
の
種
の
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
尤
、

—*
、

六
節
に
示
し
た
ょ
う
に
、
全
数
集
計
の
完
了
を
待
っ
て
過 

去
；の
人
口
動
態
統
計
と
照
ら
し
て
始
め
て
確
か
め
ら
れ
る 

事
柄
に
属
す
る
。
こ
こ
で
は
主
と
し
て
昭
和
四
〇
年
国
勢 

調

查

「

速
報」

だ
け
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
か
ら
、
こ
の
五

年

間

に

お

け

る

わ

が

：国

人
ロ
の
集
中
傾
向
の
実
態
を
み
ょ 

う
。大

正
九
年
以
来
、
各
都
道
府
県
の
人
口
は
増
加
の
一
途 

を
た
：ど
っ
て
来
た
。(〔

表
丨

ニ
、
五〕

第
四
欄
参
照)

そ
れ 

は
、
お
：お
む
ね
、
人
口
の
自
然
増
加
に
支
え
ら
れ
た
増
加 

で
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
，Jn
え
て
、
 

北
海
道
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
、愛
知
、
大
阪
、福
岡
の



各
都
道
府
県
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
.産
業
の
発
展
に
伴
う
人
口
の
社 

会

増

加(

流
入)

の
要
因
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
流
入
は
、
は
じ
め
、
右
に
あ 

げ
た
よ
う
な
産
業
の
中
心
に
近
い
府
県
か
ら
の
流
出
に
よ
っ
て
多
く
ま
か
な
わ 

れ
た
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
隣
接
県
：の
人
ロ
增
加
は
低
く
保
た
れ
、
こ
.れ
に
対
し 

て
、
大
量
の
人
口
流
出
が
比
較
的
遅
く
起
っ
た
諸
県(

例
え
ば〔

表—

ニ
、

S
 

第
四
撊
の
東
北
各
県
等)
で
は
人
口
増
加
の
速
度
は
^
く
保
た
れ
た
。

昭
和
三
〇
年
ま
で
は
、
人
口
が
自
然
増
加
を
上
ま
わ
っ
て
流
出
し
、
そ
の
為 

に
県
人
ロ
が
減
少
す
る
県
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
.昭
和
ニ
五〜

；三
〇
年
の
五
年
間 

の
増
加
率
が
マ
ィ
ナ
ス
と
な
っ
た
の
は
、

山
形
、

栃
木
、

山
梨
、

長
野
、
滋 

賀
、
香
川
の
六
跟
.の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
人
口
の
流
動
は
、
東
京
、
神
奈 

刀

.愛

知

大

阪

北
海
道
福
岡
に
向
っ
て
主
と
し
て
起
り
、
と
り
わ
け
東 

京
都
の
人
口
増
加
は
こ
れ
ら
の
社
会
移
動
の
允
め
に
f

抜
い
て
急
で
あ
っ 

た
。(〔

表
丨
一一、

五〕

第
三
撊
参
照)

.

昭
和
三
〇
年
以
後
、
こ
の
傾
向
は
一
転
し
た
。.
昭
和
三
〇〜
三
芄
年
の
五
年 

間
に
人
口
が
減
少
し
た
県
は
、

実
に
ニ
六
県
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。(〔
表
丨

ニ
、
 

五〕

第
二
欄
参
照)

こ
れ
ら
人
口
減
少
県
の
.特
徴
は
、
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
 

大
阪
、
広
島
、
福
岡
等
の
産
業
の
中
心
に
比
較
的
近
い
県
か
ら
人
口
の
流
出
が 

起
っ
た
と
み
ら
れ
る
占
ハ
で
あ
る
。
東
北
地
方
は
お
お
む
ね
、
ま
だ
プ
ラ
ス
の
人
. 

ロ
増
加
率
を
保
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
、

こ
の
頃
か
b
既
に
、

東
京
近 

県

(

千
葉
、
.埼
玉
、：，神
奈
川
等)

、
愛
知
近
県
.(

静
阏
、
晚阜

)

、
.

大
阪
近
県(

京
'' 

都
、
兵
庫)

の
人
ロ
が
增
加
の
方
向
に
向
っ
て
い
.る
。
.
云
う
.ま
：で
%-
な
く
、
.
こ
. 

れ
ら
隣
接
県
の
工
業
化
お
よ
び
べ
ッ
ド
タ
ゥ
ン
化
の
き
ざ
し
で
あ
る
。..人
口
省 

加
率
が
フ
ラ
ス
の
県
で
も
全
国
平
均
四
*
六
％
を
下
ま
わ
.る
県
は
、
雙
宜
的

四

四

(

四
八
八)

に
実
質
上
の
人
口
流
出
県
と
み
な
し
得
る
。
そ
れ
故
、
昭
和
三
〇
~
三
五
年
の 

五
年
間
に
実
質
上
の
流
入
県
で
あ
っ
た
の
は
、

北
海
道
、

埼
玉
、

千
葉
、

東 

京

神

奈

"
愛知大阪兵庫の八都道府県に過ぎなかったことに 

な
る
。

昭
和
三
五〜

四
〇
年
の
五
年
間
に
は
、.
様
相
は
吏
に
一
変
し
た
。
前

に

は

人
 

ロ
減
少
県
で
あ
っ
た
茨
城
、
栃
木
、
.群
馬
、：
和
歌
山
の
各
県
が
プ
ラ
ス
に
転
じ 

た
"
ま
た
、
前
に
は
人
ロ
増
加
県
で
あ
っ
た
東
北
の
各
県
が
、
宮
城
県
を
除
い 

て
マ
ィ
ナ
ス
に
転
じ
た
;0
椅
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、
奈
良
、
和
歌
山
等
の
大
都 

市
近
接
県
の
人
p.
が
目
立
.っ
て
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
東
京
都
の
人
口
増
加
の
速 

度
が
■に
ぶ
り
.つ
つ
あ
.る
の
も
、
.最
近
の
顕
著
な
傾
向
で
あ
る
。

(

以

上〔

表
丨 

ニ
、
五〕

第

i

参
照)

.

'

.

結
局
、
北
海
道
、
'宮
城
、
石
川
、
広
島
の
例
外
を
除
い
て
、
東
海
道
べ
ル
ト 

地
帯
以
外
の
全
地
域
の
人
ロ
が
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。(〔

図—

ニ
、
四〕 

参
照)

、
.更
に
、
全
国
平
均
以
下
の
増
加
率
の
所
も
除
け
ば
、
実
質
上
の
人
口
流 

入
^
は
、
椅
玉
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
、
静
岡
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、
京 

都

、
：
京

良

の

一.
〇

都
麻
県
の
み
で
あ
る
。(〔

図
丨
ニ
、
四〕

の
斜
線
部
分)

云
い 

換
え
れ
ば
、
人
口
は
こ
.の
地
域
に
向
っ
て
極
端
な
集
中
を
始
め
て
い
る
。

■:
,
.前
の
五
^間

：：(

昭
和
三
〇
丄
1
1五
年)

の
人
口
移
動
の
特
徴
が
、大
都
市
へ
の 

近
接
県
か
ら
一
の
移
動
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
期
間(

昭
和
三
五〜

四
〇
年) 

の
特
徴
は
、
.
.
.

⑴

遠
隔
県
か
ら
の
人
口
流
入
の
増
加 

⑵

全
国
的
規
模
で
の
東
海
道
ベ
ル
ト
地
帯
へ
の
人
口
集
中 

⑶

東
京
圏
、
名
古
屋
圏
、
大
阪
圈
の
拡
大 
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〔表一 2. 5〕 都道府県別人ロ増減率

昭35〜40年 
墦戚率

昭30〜 35年 
堝诚率

哝25〜30年 

梢減率

全 国 平 均 5.2%

2.
1.
1，
3.
4.
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⑷

右
の
圏
内
の
各
県
の
工
業
化
と
ベ
ッ
ド
タ
ゥ
ン
化
の
進
展 

の
四
点
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
人
口
集
中
の
傾
向
と
、
_ (

埼
玉
県
の
極
端
な
人
ロ
，増
大
に
.み
ら
.れ 

る
よ
う
な)

三
大
都
市
圏
の
併
宅
地
帯
の
拡
大
、

お
よ
び(

千
菜
、

「

神
奈
川
県 

に
典
型
的
に
み
ら
れ
る)

工
業
化
の
進
展
は
、
裏
を
か
.え
せ
ば
、
東
北
、：
山
陰
、

南
九
州
に
み
ら
れ
る
極
端
な
農
村
人
口
の
減
少
を
伴
つ
て
い
る
。

こ
の
現
象 

が
我
々
に
提
示
す
る
問
題
の
性
質
は
、
ま
さ
に
急
で
あ
石
。
そ
れ
は
、
農
業
構 

造
の
改
善
の
た
め
の
諸
施
胄
と
、
新
産
業
都
市
計
画
等
の
産
業
の
分
散
立
地
の 

た
め
の
諸
施
策
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
諸
施
策
が
人
口
の
地
域
分
散
と
農
村.

基
幹
労
働
力
の
引
き
留
め
に
半
ば
失
敗
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
同
時
に
そ
れ 

は
、
現
在
で
さ
え
立
ち
遅
れ
て
い
る
、
中
心
的
都
市
お
よ
び
近
郊
の
公
害
、
交 

通
、
住
宅
問
題
が
ま
す
ま
す
激
化
す
る
こ
.と
-を
意
味
し
て
い
る
。

ニ
、
五
市
町
村
別
人
ロ
増
減一

-

中
心
都
市
近
梁
の
土
業
化
と 

ベ
ッ
ド
夕
ウ
ン

化
-
—

I

.
右
に
み
た
よ
ぅ
な
人
口
の
急
激
な
集
中
の
傾
向
の
内
容
を
更
に
詳
し
く
吟
味 

し
よ.

こ
の
稿
の
素
材
と
な
.っ
て
い
る
の
は
、
昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
の「

速
報」

昭
和
四
〇
年

国

勢

調

査

「

速
報」

に
み
ら
れ
る
人
口
集
中
現
象
に
つ
い
.て

 

四

五(

四
八
九)



〔図一 2.4〕 都道府県別人ロ増減率（昭和35年10月〜40年10月）
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〔図一2. 6〕 茨城県の人口増減（昭35〜40.年）

昭
和
四
〇
年

国

勢

調

杳

「

速
報」

に
み
ら
れ
る
人
.ロ
集
中
現
象
に

つ
い
.て

II

丨丨;
隱
!:

を

1
嚓 .

四

九(

四
九
三)

で
あ
る
か
ら
、.
市
町
村
別
の
詳
し
い
分
析
は
別
の
稿
に
ゆ
ず
り
た
.い
。
.け
れ
ど 

も
、「
速
報」

の
市
町
村
別
集
計
を
瞥
見
す
る
と
、

人
口
の
流
出
は
明
ら
か
に 

山
村
に
於
て
最
も
急
で
.あ
り
、
畑
作
地
帯
、.，水
由
耕
作
地
帯
の
順
に
^
で
あ
る 

よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
は
、
前
か
ら
云
わ
れ
て
い
た
一
つ
の
仮
説
で
あ
っ
て
、
 

労
働
力
移
動
ま
士
は
農
村
の
労
働
供
給
分
析
の
立
場
か
ら
は
慎
重
な
検
討
を
要 

.す
る
所
で
あ
る
.が
、
参
考
ま
で
に
筆
者
の
所
見
と
し
て
述
べ
て
お
く
。
.(

こ
の 

点
に
つ
い
て
は
、：
後

の〔

図—
ニ
、
六〕

.の
茨
城
県
市
町
村
別
の
人
口
増
減
を
参
照 

さ
れ
た
い
。
県
北
の
那
河
川
沿
い
の
地
帯
で
、
水
田
耕
作
地
帯
よ
り
も
畑
作
地
帯
の 

方
が
流
出
が
激
し
く
、
ま
た
山
間
部
で
は
更
に
そ
れ
を
上
ま
わ
る
流
出
が
あ
る
よ
う 

に
み
え
る
。)

.

樊
質
的
人
口
流
入
県(〔

図
丄
フ
四〕

の
斜
線
部)

.を
除
い
て
、
他
の
道
府
爵 

は
人
口
減
少
県
と
い
え
ど
も
そ
の
県
の
中
心
的
な
都
市
に
一
段
と
人
口
が
：集
中 

す
る
。(〔

図

丄r

六〕

で
は
、
日
立
、
水
戸
、
土
浦
等
に
人
0
が
：集
中
し
て
い
る
。 

県
南
の
人
口
集
中
に
つ
い
て
は
本
節
後
半
で
説
明
す
る
。)

こ
れ
.に
対
し
て
、
，実
質 

的
な
人
口
集
中
地
帯(

東
海
道
べ
ル
ト
地
^)

.の

.県
内
の
人
口
増
減
は
、

全
く
. 

興
っ
た
動
き
を
み
せ
る
。
代
表
的
な
例
と
し
て
、
.東
京
都
と
茨
城
県
を
あ
げ
よ 

う
。〔

図
I
ニ
.、‘
五〕

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

東
京
都
の
人
口
ば
、
周
；辺
部
に 

向
っ
て
急
速
な
移
動
を
起
し
つ
つ
あ
る
。
既
に
、
墨
田
、台
東
、文
京
、：
中
央
、
 

千
代
田
、港
、品
川
の
各
区
は
人
口
の
急
激
な
減
少
を
示
し
、

.反
対
に
西
部
の
各 

市
、郡
は
急
速
な
増
加
で
あ
る
*
*都
市
の
い
わ
ゆ
るr

ド
ー
ナ
ッ
ッ
化」

(

空
洞
化)

の
現
象
は
、
い
ま
や
疑
う
余
地
な
く
明
ら
か
な
も
の
と
な
っ
て
来
て
い
る
。

東
京
都
を
中
心
と
す
る
主
都
圈
に
目
を
拡
げ
て
み
る
と
、
都

市

の「

ド
ー
ナ 

ッ
ッ
化」

は
周
辺
県
に
ま
で
急
速
に
及
び
つ
つ
あ
る
。

埼
玉
、

千
葉
、

神
奈

四

八

(

四
九
ニ)

川
、
等
の
人
口
が
、
こ
の
五
年
間
に
急
速
に
増
加
し
た
こ
と
を〔

表—

ニ

、
 

五〕

' 
お
よ
び
.〔

図
丨
ニ
、
四〕

；
で
み
た
。
こ

こ

で
は
、

茨
城
県
を
例
に
と
ろ 

う
。.〔

図
丨
ニ
、
'六〕

'に
み
る
よ
う
に
、

茨
城
県
I北
、
県
中
部
の
人
口
は
流
出 

超
過
で
あ
る
の
に
対
し
、
.県
南
の
各
町
村
、
と
り
わ
け
常
磐
線
沿
線
の
町
村
で 

は
逆
に
人
口
が
增
加
し
て
い
る
。
筆
者
は
東
京
都
雇
用
計
画
の
作
業
のi

環
と 

し
て
こ
の
地
帯
を
実
地
調
査
し
た
が
、
こ

の

地

帯

に

は

既

に

公

営

、
，民
営
の
住 

宅

•
ァ
パ
ー
ト
が
密
寒
の
.傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
部
分
の
居
住
者 

が
東
京
へ
の
通
勤
人
ロ
で
あ
っ
た
。
東
京
都
内
の
住
宅
.不
足
と
地
価
家
賃
の
高 

騰
の
た
.め
に
、
：掩
玉
、
：茨
城
、
千
葉
、
神
奈
川
の
各
県
が
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ゥ 

.
ン
と
し
て
開
発
さ
れ
づ
つ
あ
る
。〔

図
丨
ニ
、
七〕

は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
地 

価
'が
そ
の
た
め
に
東
京
.の
そ
れ
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
傾
向
は 

:

主
要
鉄
道
路
線
に
沿
：っ
て
ァ
メ
ー
バ
ー
状
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て 

'い
る
。

(

読

者

は〔

図
丄
ー
、
六

〕

の
.茨
城
県
の
人
口
増
加
町
村
の

也
価
が
著
し
く 

高

騰
し
てV
る
.こ
と
を
：
.

〔

図—

二
、
七〕

.で
み
る
で
あ
ろ
う
。)

人
ロ
集
中
現
象
.

の
背
後
に
は
、
こ
の
種
の
事
情
に
よ
る
人
口
移
動
が
あ
る
y J 

と
.

を
見
落
し
.

て
は
な
ら
な
い
。

ニ
：
六

都

道
^

煨
別
人
口
流
出
入
と
性
比
I

男
子
中
心
の
移 

動
か
ら
女
字
の
移
軌
へ
一一

 

前
節
で
は
、
.昭
和
四
〇
年
ま
で
の
五
年
間
に
起
き
た
人
口
集
中
の
現
象
の
特 

質
を
、
市
町
村
別
速
報
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
口 

集
中
現
象
と
性
比
と
の
間
の
顕
著
な
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
人
口
の 

集
中
、
と
り
わ
け
社
会
移
動
は
、
性
比
と
強
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
、
昭
和
三



〔図一2. 7〕 主都圏の平均地価等高線（昭和39年12月）

—--------- 5 万 円 （坪当り）

------------- 2 万円

 ----------1 万円

神
奈
川
県

五
年
国
勢
調
査
の
結
果
指
摘
さ
れ
た
* (〔

図—

ニ
，
八〕

参
照)

昭
和
三
五
年 

国
勢
調
丧
結
果
に
つ
い
て
、
人
口
の
自
然
増
加
分
を
差
引
い
た
社
会
移
動
に
よ 

.
る
人
口
の
増
減
率(

昭
和
三
〇〜

三
五
年)

を
横
軸
に
、

同
じ
五
年
間
の
性
比 

の
増
減
を
縦
軸
に
と
っ
て
あ
る
。
流
出
の
激
し
か
っ
た
地
域
で
は
性
比
が
減
少 

し

(

図
の
西
南
方)

、
流
入
の
激
し
か
っ
た
地
域
で
は
性
比
が
増
大
し
た(

図
の 

東
北
方)

。
す

な

わ

ち

、
昭
和
三
〇
丄
ー
ー
五
年
め
五
年
間
に
は
、
流

出

入

の

中

心

は 

男
子
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

性
比
は
女
一
〇
〇
人
に
対
す
る
男
の 

人
数
で
あ
る
か
ら
、
性
比
の
増
大
は
男
子
の
相
対
'的
増
加
を
意
味
す
る
。)

た
だ
し 

〔

図
丨一

一、
八〕

の
第
一
一
象
限
に
位
置
し
て
い
る
奈
良
、富
山
、茨
成
、山
梨
の
四 

県
は
人
口
の
流
出
に
よ
っ
て
男
子
比
率
が
高
ま
っ
た
の
で
.あ
る
か
lb
'
、
流
出
人 

.口
中
に
占
め
る
女
子
の
相
対
的
比
重
が
大
き
か
っ
た
.と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

そ
れ
以
外
の
全
て
の
都
.道
府
県
に
つ
い
て
は
、
人
口
流
出
入
の
主
体
ぼ
男
子
で 

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、〔

図
丄
一
、
八〕

を
相
関
図
と 

し
て
み
た
場
合
、
か
な
り
高
い
相
関
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る 

で
あ
ろ
う
。

昭
和
三
五
年〜

四
〇
年
の
五
年
間
の
人
ロ
移
働
に
つ
い
て
同
種
の
事
実
が
み 

ら
れ
る
か
否
か
を
確
か
め
よ
う
。「

速
報」

の
段
階
で
は
、
自
然
増
加
分
を
除
い 

た
い
わ
ゆ
る
社
会
的
移
動
人
ロ
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
次
善
の
策
と 

し
て
、
自
遞
増
加
を
も
含
ん
だ
人
口
増
減
率
と
粗
比
の
増
減
と
の
関
係
を
み
よ 

う
。(〔

図—

ニ
、
九〕

参
照)

こ
の
図
は
自
然
増
加
人
口
の
性
比
の
影
響
を
若
干 

含
む
こ
と
に
な
る
の
で

、

.昭
和
三
〇
年〜

三
五
年
の
五
年
間
の
図(〔

図
丨
ニ
、
 

八〕)

に
く
ら
べ
で
相
関
は
多
少
低
く
な
っ
て
い
る

。

大
部
分
の
県
が
第
一
象
限 

と
第
三
■象
限
に
存
在
し
て
、
流
出
入
の
中
心
が
女
子
で
あ
る
と
い
う
基
調
を
維

昭
和
四
o
年
国
勢
調
査「

速
報」

に
み
ら
れ
る
人
口
集
中
現
象
に
つ
い
て

持
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
期
間
に
特
に
人
ロ
疏
出
が
大
き
か
っ
た
も
の
の 

う
ち
、
山
形
(6
)
、
福
島
{7
)
、
新
潟
05
)
、
福
井
(1
8

)
の
四
県
.は
、
昭
和
三
五
年
ま
で 

は

第

;

第

三

象

限

グ

ル

ー

プ

に

属

し

て

い

た

が

.、

昭

和

三

五

年

以

後

第

二

象 

限
グ
ル
'丨
プ
に
転
じ
て
い
る
。
.つ
ま
り
、
流
出
人
口
に
占
め
る
女
子
の
比
率
が 

高
く
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、

北
海
道
⑴
、

東
京
㈣
、

岐
阜 

(2
1
)、静
岡
{2
2
)、三
重
(2
4
)、
奈
良
脚
の
各
都
道
県
は
第
四
象
限
に
位
置
を
変
え
て
い 

.

.
'
る
。
：
昭
和
一
一

一

五

年

ま

で

に

み

ら

れ

た

前

記

の

傾

向

..(

男
子
が
流
出
入
の
中
心
で 

あ
る
と
い
う
傾
向)

が
顕
#
?で
あ
っ
た
時
期
に
は
、

第
四
象
限
に
入
る
県
は
一 

つ
も
な
か
っ
た
が
、昭
和
三
五
年〜

四
〇
年
に
は
、
こ
の
六
都
道
県
が
入
っ
て
い 

る
。
こ
の
象
限
の
意
味
す
る
所
は
流
入
に
よ
っ
て
男
子
比
率
が
低
下
し
た
、
云 

い
換
え
れ
ば
こ
れ
ら
の
地
域
へ
の
流
入
人
口
の
中
心
は
女
子
で
あ
っ
た
と
理
解 

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
始
め
て
い
■る
、所
に
、
最 

近
五
年
間
の
人
口
集
中
現
象
の
一
つ
の
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ 

る
。注

意
し
て
お
き
た
い
点
.は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
性
比
に
関
す
る
新
ら
し
い 

動
向
は
一
つ
の
新
ら
し
い
過
程
が
始
ま
っ
た
と
い
う
程
度
に
み
る
べ
き
こ
と
で 

あ
る
。〔

図
丨
ニ
、
一
 

〇〕

に

み

ら

れ

る

よ

う

に

性

比

の

地

域

間

格

||
!
.
は
依
然
と 

し

て

大

き.い
。
.そ
れ
は〔

図—

ニ
、
八〕

.
か
ら
よ
み
と
ら
れ
た
歴
史
的
な
男
子 

中
心
の
人
口
移
動
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
男
子
中
心
の
人
口
移 

動
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

一
方
で
、
 

こ
の
格
差
を
解
消
の
方
向
に
向
わ
し
め
る
き
ざ
し
が
、

図
I
ニ
、
九〕

の
第 

1

一、
、第
四
象
限
に
あ
ら
.わ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

五1
(

，四
九
五)
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27
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«14

る
。埼

玉
、
千
葉
、
祌
奈
JI
I
、
愛
^
、
京
都
、
大
砠
、
兵
庫
、
奈
良
の
各
府
県
で 

は
.、
昭
和
三
.〇〜

三

五

年

の

五

年

間

に

く

ら

べ

て

、

三
，五

〜

四
〇

年

.の
五
年
間 

に
世
帯
数
増
加
.の
傾
向
が
激
化
し
た
。
と
り
わ
け
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、
 

大
阪
の
増
加
率
は
著
し
く
高
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
産
業
立
地
と
郊
外
都
市
化 

の
.傾
.向
を
如
実
'に
.示
し
て
'
.い.る
。

■.

.

.
 

>
•

五
.

11,

一

.

(

四
九
七)

性

比

10
5

00

1.1、

七
都
道
府
県
別
世
帯
人
員——

世
帯
の
.分
化
、
主
都
0. 

空
洞
化
現
象
^

—

都
道
府
県
別
人
口
密
度
の
動
き
：は
、
前
節
ま
で
に
み
.た

ょ

ぅ

に

、
東
海
道
べ 

ル
ト
，地
带
へ
の
人
口
の
集
中
と
そ
れ
以
外
の
地
域
の
人
p.
密

度

の

低

下

を

示

■し 

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
都
道
府
県
別
世
帯
数
は
、〔

表

丄

一、

六〕

に
み
ら 

れ
る
.，ょ
|
0に
、
'四
六
都
道
府
県
の
全
て
に
づ
い
て
増
加
の
傾
向
が
続
い
て
い 

昭
和
四
◦
年
国
勢
調
査「

速
報」

に
み
ら
れ
る
人
ロ
集
中
現
象
に
つ
い
て
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; 〔表一2.幻世帯数と世带人員

4； 30 
3.93
4.30
4 .15 
4.08
3.76 
3.89
4 .23
4.06 
3 .95 
3.64
4.06
4 .55 
4.22
4.31
4.15 
4.05
3.77

2.5 
0.1
3.3
6.4 

A  0.3
0.8 
2.1 
0.2 
0.7  

△ 1.2

A  3.3 
A  4.5  

0.1
2.6 

A  1.6
A  0.4

0.5 
0.5  
0.5 
2.1 

A 0.7
A  0.4 

0.6
4.3
5.3
5.3

25.9
18.9 

A  6.7
13.9
2.3

7.1 
4-2

16.6 
15.6* 

A  1.8
A  1:5 
△ 1.7 
A O -6  
A  2.9 

v A  2.5
2.2
4.1 
8.3

織
2.1 

16.2
、 6.7

A  0.8
A  2.6 
A  4.0  
A  0,9  

0.4 
A  0.8
A  4.8  
A  2.8 
A  3.2 
A  3.3

A  3.4  
厶 0.3 
A  2.7 
A  4.4 
A  0.8
A  4.8

昭30〜35年 
世帯人員堦 
減率

5,0 
1.6  
0.7 

A  0.5  
0.0

A15.4 
厶13.8 
△15.4 
△14,3 
厶15.1
△12.7 
厶11.1 
A10.0 
A10.7 
△10.3
A14.3 
A12.0 
△15.1 
A10.9
△ 3.6
A  5.8 
A  9.4 
A  5,1 
A l l . 8 
A  9.5
△ 7.4 
A l l . 7 
A  7.3 
厶 5.9

A U . l  
△10 .0  
A  8.1 
A  7. 9 
A  6. 6
A l l . 2 
△13.5 
△10.5 
A l l . 2 
A l l . 3
A  8.3 
A  9.9 
A l l . 4 
厶13.2 
A11.8
A  9.5 
△1 1 . 1  
AH . 6 
△12.0 
△13.6
A l l . 9

昭 4 0 年 

平均世帯人

^  35 ^  
員 1̂ 均 lit带人員

昭35〜40年 
世帯.人員堪 
減率

昭35〜40年 

世帯数増加率世帯数増加率

昭30〜35年 世帯数増加 

率の増減

4.09 
4.57 
4. 55 
4.48
4.56
4.66
4.67 
4.59
4.57 
4.46
4.33
4.24
3.50
3.85
4.95
4.45
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4.33
4 .22
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県
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海
森
手
城
田
形
岛
城
木
馬
玉
葉
京
潟̂
山
川
井
梨
嘢
阜
岡

.知
重
賀
都
阪
庫
良
“
取根山島ロ島
川
按
知
岡
賀
奇
本
分
奇
島

穷

.

.
 

.

歌

.
 

&

北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
東
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
朿
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広

.山徳香愛高福&長熊大宮鹿

:
秋
田
、
山
形
、
東
京
、

山
ロ
、
福
岡
、
.佐
賀
、

長
崎
、

宮
崎
、
鹿
児
島
の 

九
都
県
は
、
昭
和
三
〇〜

三
五
年
の
五
年
間
に
く
ら
べ
て
、
世
帯
数
増
加
の
傾 

向
が
鈍
化
し
て
い
る
。
特
に
、
東
京
都
の
世
帯
数
増
加
速
度
の
鈍
化
は
注
目
に 

値
す
る
現
象
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ニ
、
五
節
で
み
た
主
都
の
ド
ー 

ナ
ッ
ッ
化
現
象
が
原
因
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

世
帯
.の
平
均
人
員
.は
、
昭
和
三
五
年
ま
で
は
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
増
減
相 

半
ば
し
て
い
た
。(〔

表—

ニ

、

六

〕

第

七

，
欄

参

照

)

し
か
る
に
、
昭
和
三
五〜

 

四
〇
年
の
五
年
間
に
は
全
て
の
都
道
府
県
の
世
帯
人
員
が
減
少
に
転
じ
た
。
 

(〔

表—

ニ
、

六〕

第
六
欄
参
照

)

こ
こ
に
も
ま
た
、
最
近
の
わ
が
国
に
お
け
る
急 

激
な
世
帯
分
化
の
動
向
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
遠
か
ら
ず
、
三
人 

世
帯
が
単
位
と
な
る
時
期
が
来
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

.

要 

' 約

昭
和
四
◦
年
国
勢
調
査
結
果
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
始
め
に
も
述 

ベ
た
通
り
、
ま
だ
先
の
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、

「

速
報」

に
示
さ
れ
た
都 

道
府
県
別
人
ロ
の
集
計
結
果
に
関
す
る
限
り
、
こ
の
稿
が
簡
単
な
.整
里
を
与
え 

た
よ
う
な
、
幾
つ
か
の
重
大
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。

と
り
わ
け
、
そ
こ
に
は
、
最
近
の
わ
が
国
人
口
の
上
に
起
り
つ
つ
あ
る
、
急 

速
な
集
中
現
象
と
そ
れ
に
伴
う
幾
つ
か
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
る
。
わ
が
国
の
人 

ロ
が
、
東
海
道
べ
ル
ト
地
帯
に
向
っ
て
集
中
し
て
、
そ
の
た
め
に
、
そ
の
他
の 

殆
ん
ど
大
部
分
の
地
域
で
人
口
が
減
少
に
向
い
始
め
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
 

今
の
所
ま
だ
各
地
域
の
自
然
増
加
を
マ
ィ
ナ
ス
に
し
て
は
い
な
い
に
し
て
も
、
 

こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
い
ず
れ
は
、.
そ
う
‘し

た

地

域

の

人

口

自

然

増

加

の

減

少

傾

昭
和
四
〇
年

国

勢

調

査

「

速
報」

に
.み
ら
れ
る
人
口
集
中
現
象
に
つ
い
て 向

を
生
む
で
あ
ろ
う
。
今
で
さ
え
、
地
方
の
産
業
、
と
り
わ
け
農
業
に
お
け
る 

若
年
労
働
力
の
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
ま 

ま
の
傾
向
が
.続
け
ば
、
労
働
供
給
の
不
足
は
、
よ
り
は
っ
き
り
し
た
形
を
と
る 

に
：違
い
な
い
。
か
，つ
て
慢
性
的
な
過
剰
労
働
力
に
あ
え
い
で
い
た
日
本
の
農
村 

が

、

い
ま
や''
.
労

働

力

の

不

足

を

か

こ

つ
時
期
に
さ
し
か
か
•っ
て
い
る
こ
と
は 

明
白
で
あ
る
。
ま
た
.
.，こ
.の
こ
と
は
、
.単
に
.農

業

生

産

に

お

け

る

労

働

力

不

足 

を
意
味
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
新
産
業
都
市
計
画
を
始
め
と
す
る
、
地
方
の
産
業 

立
地
に
伴
う
雇
用
を
能
に
す
る
方
向
で
も
あ
る
。
'同
時
に
、
こ
.う
し
た
地 

方
人
口 

(

な
い
し
は
地
方
の
労
働
力
人
口)

の
減
少
は
、
そ
の
ま
ま
、
地
方
行
政 

の
財
政
的
基
盤
を
あ
や
う
く
し
、
あ
る
い
は
地
方
自
治
の
円
滑
な
運
営
を
阻
害 

す
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
現
に
、
農
村
で
は
、
税
収
お
よ
び
地
方
交
付 

税
の
減
少
は
切
実
な
問
題
で
あ
る
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
消
防
活
動
に
ま
で
影 

響
を
受
け
、
学
童
の
減
少
の
為
に
再
び
混
合
授
業
に
戾
る
小
学
校
が
散
見
し
始 

め
て
い
る
。

f

方
、
..三
大
都
市
で
は
、
除
々
に
、
都
市
の
空
洞
化
が
進
ん
で
、
そ
の
周
辺 

に
人
口
と
産
業
の
過
密
地
帯
が
形
成
さ
れ
つ
つ
.あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
都
市
の 

公
害
、
住
宅
、
交
通
等
の
深
刻
な
問
題
を
ひ
き
起
し
て
い
る
こ
と
.も
、
既
に
疑 

う
べ
く
も
な
い
事
実
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
.

.
昭
和
四
〇
年
国
勢
調
査
に
み
ら
れ
る
、
こ
う
し
た
激
し
い
人
口
集
中
の
現
象 

は
、
わ
が
国
の
経
済
構
造
の
変
化
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
後
の 

経
済
構
造
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
口
.集
中
現 

象
を
現
出
せ
し
め
て
い
る
条
件
と
、
そ
の
こ
と
が
持
つ
経
済
的
，
社
会
的
意
味 

を
解
明
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
急
務
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
：

五

五

(

四
九
九)


